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　本書には，オンライン活用により学
びを実践につなげるためのデザインや
具体的な方法・戦略が詰まっている。
本書では 4つの教育のコアを挙げ，看
護教育において，「何
をめざすか？」「到達
のための方法や工夫や
戦略は？」「到達を保
証するための学習成果
の測定は？」「学習成
果のフィードバック
は？」を改めて考える
機会になる。
　看護教育において，
明確に定めた学習目
標・評価・方略は，学
力とめざすべきコンピ
テンシーに直結する。
学習者が到達するため
の授業設計，人（教職
員・学習者・組織）・
物・金・技術・時間・情報・自己管理
の観点からの教育デザイン検討は必須
である。本書は教育デザインを多角的
にとらえ，臨床看護の人材育成・看護
実践から継続・基礎教育を改善するた
めの道しるべとなる。
　序章では，「オンラインの活用」に
向けた伸びしろについて書かれてい
る。さまざまなオンラインの方法や教
材が登場したが，めざすべき到達点は
変わらない。他の媒体・教材同様「何
をめざすためのものか？」をとらえた
上で，オンラインが持つ魅力と限界を
知ることが活用の第一歩である。
　1章「知識を届ける」では，授業の
構成，長期記憶化・学習効果を高め
る・学習者のレディネスや理解度を確
かめるための方法，実際の授業事例や
無料で使用できるツールがまとめられ
ている。2章「思考・コミュニケーシ
ョンを鍛える」では，読者が最も教育
現場で苦戦しているであろう「学習者
の状況がわからない」という課題を解
決する方法について述べられる。心理

的安全性や集団効力感，エンゲージメ
ント，主体的で深い学び，見える化を
高めるための方法が詰まっている。特
に，これまでは対面で行われたであろ

うアクティブラーニン
グが，オンラインでよ
り効果的に実現できる
ことが示されている。
3章「実践につなげる」
でも，実技トレーニン
グ，シミュレーション
の対面とオンラインの
融合，多人数からグ
ループ単位を活用し，
本書の特徴でもある
「理論に基づいた」説
明が豊富である。4章
「学びの効果（成果）
を測る」では，教育評
価とパフォーマンス評
価，ピア評価やリフレ

クションシートなどの活用，評価基
準・規準まで具体的に示されている。
　本書の魅力はテキスト部分だけでは
ない。付録Web動画では，執筆者に
よる実際の教材の説明や授業方法，基
本的な PC操作，Word・Excel・Power-
Point・Web会議システム・Googleフ
ォームなどの説明が視聴できるため，
今からオンライン活用を始める方も必
見である。
　教育のパラダイムシフトにより技術
革新や価値創造，情報の批判的吟味や
コンピテンシー獲得が求められている
が，看護教育の成果は学修成果・看護
実践から生み出されるという本質は変
わらない。看護教育者は，看護学が生
み出す知を科学技術活用により，言
語・構造・共通認識化して「教育」「学
習」に落とし込み，促進・保障するこ
とを今後もめざす。
　本書は，「オンライン」という現代
社会の特徴を踏まえた看護教育のコア
を再考する機会を提供してくれるだろ
う。

他者理解を促すための

ブックガイド

　是枝裕和監督の最新作『怪物』を観た。学校から帰宅した息子が靴を片
方なくしていたり，突然自分で髪を短く切ってしまったりすれば，どんな
母親だって心配するだろう。麦野早織は，ある日，暗くなっても帰宅しな
い息子の湊を探す。彼女は彼の自転車を見つけて，うっそうとした樹木の
茂みに分け入っていく。暗いトンネルで「怪物だ～れだ」と言いながら歩
いてくる湊を発見した早織は，ただならぬ状況を感じとる。学校で誰かに
いじめられているのではないかと考えるが，まさか彼がまったく別の種類
の苦悩を抱えていることになど想像も及ばない。
　このように，一人の人間の視点から語られる物語は常に何か大切なもの
を取りこぼしている。脚本担当の坂元裕二氏がこうした点を映画に取り込
もうと思いついたのは自身の経験からだった。

車を運転中に信号待ちをしていて，前のトラックが青信号に変わっても進もう
としなかったことがあるんです。なかなか進まないから僕はクラクションを数
回鳴らしたけど，それでもトラックは動かない。ようやく動いたと思ったら，
トラックが進んだ後に見えたのは車椅子の方だったんです 1）。

　この映画には，まさにそういう取りこぼされた他者の視点を取り込み，
その他者たちに同じ出来事を語らせることで，違うバージョンの現実が補
完される仕組みがある。
　作中，同じクラスの男の子・星川依里と親密な関係を築きつつある湊は，
周りのホモフォビア的な反応に困惑し，激しい葛藤を抱え込んでいる。担
任の保利先生はというと，組み体操でうまく支えきれない湊に「それでも
男か」と言ってしまう，ジェンダーロールにとらわれた自身の思考に無自
覚な人間である。依里を守ろうとして同級生の持ち物を投げ始める湊の乱
暴な振る舞いは，保利先生の目には「怪物」に映ったのかもしれない。湊
の母親に至っては，息子の苦しみに気づけないだけでなく，不用意に「ど
こにでもある普通の家族でいい」と息子に「普通」であることを求めてし
まう。
　心ない言葉がきっかけで，人の心のなかに「怪物」が宿る。湊が苦し紛
れにつくうそは母親に担任の教員の怪物性を信じ込ませ，そして反対に教
員の目には，息子を守ろうと闘いを挑んでくる母親こそが「モンスター・
ペアレント」と映るのである。いったい誰が「怪物」なのだろうか。
　映画『怪物』は，メアリ・シェリーによる小説『フランケンシュタイン』 2）
の巧みな語りの構造を彷

ほう

彿
ふつ

とさせる。科学者によって生み出された被
クリーチャー

造物
に名前がないのは，私たち読者に「怪物は誰か」という問いを突きつける
ためでもある（現在，クリーチャーが「怪物」であると一般的に理解され
ているのは，ジェイムズ・ホエール監督の怪物像の影響が大きいだろう）。
シェリーの小説には，入れ子構造を駆使した書簡体の語りに基づき，科学
者の語りだけでなく，クリーチャーが苦しみを吐露する語りが挿入される。
科学者がクリーチャーを化け物扱いし，見捨てたことによって，後者が迫
害を受けることになった窮状が語られているのである。小説を読めば，科
学者（＝父親）こそが「怪物」ではないかという可能性が示唆され，差別
を受ける被害者が怪物化されてしまう問題にも気づかされる。
　『怪物』にも，男の子のことを好きな息子・依里を「化け物」と呼び，
虐待する父親・星川清高の「声」が響いている。加えて，少年たち（依里
や彼と心を通わす湊）の視点から語られる声も挿入されている。差別を受
ける人間の声がなかなか包摂されない問題は，角田由紀子の「性被害にあ

った女性が『傷もの』（�awed）と呼ばれる文化が
日本にはある」という言葉に集約されているだろ
う 3）。
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ケアを行うに当たって，自身とは異なる内面世界を生きる患者＝他者を少しでも理解しようと
努めることは，大切なアティチュードです。とは言え，他者を理解することも，そうした姿勢
を維持することも，なかなか難しいのが実際のところ。本連載で紹介する書籍や物語作品は，
他者理解に臨む上でのヒントを与えてくれるはずです。気になる作品を見つけたら，ぜひ手に
取ってみてください。
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第10回 映画『怪物』の語りの構造――『フランケンシュタイン』を手がかりに

看護教育のコアを
オンライン活用により再考する
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